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[報告] (2) 

 

2023 年度 予算案 
 

 

 予算策定方針と各科目の計上理由 

 品質工学会 2023 年度予算案(総合計) 
 

※ 予算案「総合計」は、下記の予算をまとめて表記しております。 

 

 

記 

 

総合計の内訳 

I. 一般会計 

II. 特別会計 

1) 学生賞特別会計 

2) 地震予知 MT システム研究特別会計 

3) 田口賞特別会計 
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方針と各科目の計上理由 
 

1) 予算作成方針 

 

2023 年度は、新型コロナウィルスによる世間全般の活動自粛が概ね解消したことにより、収支に関し

て、前年までのコロナ期間中とは下記の点で大きく異なってきます。 

① リモート開催のため支出のなかった会場費等リアル開催のための経費が復活 

② コロナ関連の補助金・給付金の収入は見込なし 

これら 2 点だけですでに、収支で対前年マイナス 200 万円程度になることから、今年度は、ここ 3 年

に比べて厳しめに予算策定しました。 

 

本予算案に関しては、「事業活動収支」および「総収支」の均衡を大原則としつつも、策定にあたって

以下の考え方を基本としました。 

 

(1) 支出の計上額ついて、担当部会/委員会の要求内容の必要性、また額の算出根拠の具体性に

ついて精査し、節約または適正な額とする。 

(2) 以下の経費については「事業活動収支」としては赤字とするも、積立から補填し「総収支」はでは

均衡させる。 

1. 田口賞、学生賞、地震予知 MT システム研究会の経費はそれぞれの「特別会計」より 

2. 貢献賞作成費用は会員の皆様からの寄付金を原資とする「貢献賞基金積立金」より。 

3. システム移行や設備導入など、⾧期にわたって使用するための今年度限りの投資案件に

ついては「学会活動積立金」より。 

(3) 大会等の参加費収入の予算額は、努力目標の意味も込め、見込みよりやや高めに設定する。 

(4) 大会等のイベントでの懇親会については、その支出を参加者から徴収した懇親会費で賄うように

運営することを原則とする。(但し、無料参加者の多い春の大会は例外とする) 

(5) 例年予算化してきた「各部会・委員会ごとに自由に使える経費」については、本年度の収支状

況を鑑みて最低額とする。 

(6) 予算以上にまたは予算外で経費が必要な事案が発生した場合は、都度協議の上で、予備費

から充当する。 

(7) 以上を基本として各科目に計上した結果、「総収支」において赤字が生じる場合には、その分を

「学会活動積立金」から取崩し、「総収支」を均衡させた予算とする。 

 

 

2) 各科目の計上理由 

予算書の算定根拠欄を参照ください。 
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Ⅰ　事業活動収支の部 (収入) 2023/6/14　　総務部会

勘定科目 予算案 対前年実績 算定根拠など
総務部会 　入会金　収　入　 115,000 41,000 ・正会員×55名(引継ぎ除く、海外含む),学生会員×5名

【入会金　収　入】 115,000 41,000
　正会員会費　収入　 9,726,000 106,000 ・在会継続:　国内891、海外13、名誉11  +  新入会:　国内50、海外5
　学生会員会費収入　 32,000 2,000 ・継続11+新規5名
　賛助会員会費収入　 4,200,000 150,000 ・24団体 27口(期初)＋新規1口
【年度会費　収入】 13,958,000 258,000
　出版物収入　　 250,000 -2,856 ・学会誌販売、版権料など　前年実績 並
　掲載広告料　 780,000 -69,000 ・学会誌広告(12万円×4号)＋大会カタログ展示(3万円×10社)
　研究・参加費　　 2,450,000 -281,500 ・有料参加: 会員215名×10,000円+非会員15名×20,000円
　研究・懇親会費　 180,000 180,000 ・有料参加: 30名×6,000円
　研究・予稿購読　 490,000 -360,800 ・購読70冊×7,000円
　技術・参加費　 800,000 100,000 ・有料参加: 会員70名×10,000円+非会員5名×20,000円
　技術・懇親会費　 231,000 231,000 ・支出と有料参加: 33名×7,000円
　企交・参加費　　 630,000 -63,000 ・有料参加: 会員70名×9,000円
　企交・懇親会費　 210,000 210,000 ・有料参加: 30名×7,000円
　経営・講演会参加費　 160,000 40,000 ・有料20名×8,000円
　経営・講演会懇親会費　 0 0 ・開催せず
　特別講座参加費　 280,000 90,000 ・会員12名×10,000円+非会員8名×20,000円(パラメータ設計、MT法、ツールの合計)

事業統括部 　資格制度申請登録料 100,000 40,000 ・申請10名+登録5名(フェロー×2、マスター×1、エキスパート×1、エンジニア×1)
【事　業　収　入】 6,561,000 113,844

総務部会 　財団助成金収入　 170,000 -400
【受取補助金等収入】 170,000 -400
　一般寄付金　 50,000 30,000 ・積極的に寄付を募る
　貢献賞寄付金　 50,000 30,000 ・積極的に寄付を募る
【寄付金収入】 100,000 60,000
　受取利息　収入　 200 2 ・前年実績 並
【受取利息　収入】 200 2
　支援金 0 0 ・本年度は見込みなし
　雑収入　 40,000 -1,000,000 ・前年実績(支援金除く) 並 
【雑　　収　　入】 40,000 -1,000,000
【事業活動収入計】 20,944,200 -527,554

Ⅰ　事業活動収支の部 (支出)

勘定科目 予算案 対前年実績 算定根拠など
　学会誌作成費　　 4,800,000 -576,613 ★4号(総頁数450)×120万円・・・2021年並み
　学会誌外注委託　 230,000 12,780 ・2021～2022年の平均
　学会誌発送費　　 580,000 6,436 ・前年実績
　出版部会費　 10,000 606 ・最少額　※システム導入検討するならば、予備費で対応
　研究・会場費　　 850,000 850,000 ★タワーホール船堀l利用料 (ハイブリッド開催)　
　研究・論文印刷　 220,000 11,440 ・前年実績+α
　研究・大会経費　 120,000 8,700 人件費5万円+昼弁当35食×1000円×2日
　研究・懇親会費　 310,000 310,000 ※収入と見合わせる条件付きで
　研究・委員会費　 10,000 -9,585 ・最少額
　国際化対応委員会 10,000 10,000
　技術・会場費　 290,000 840 ★星稜會舘利用料 (ハイブリッド開催)　前年並み
　技術・資料印刷　 0 0 　(電子化のため不要)
　技術・大会経費　 130,000 1,745 ★諸経費　前年並み
　技術・懇親会費　 230,000 230,000 ※2019実績並み、但し、業者が変更、収入と見合わせる条件付きで
　技術・委員会費　 10,000 6,743 ・最少額
　企交・経費　　　 150,000 139,528 ※弁当＋飲み物1,200円×70名=8.4万円、旅費+チャーター6.4万円
　企交・懇親会費　 200,000 200,000 ※収入と見合わせる条件付きで
　経営講演会・会場費　 0 0 　(次世代経営研究会: 定例会3回すべてリモート開催のため不要)
　経営講演会・懇親会費　 0 0 　(非開催のため不要)
　経営講演会・経費　 50,000 12,903 ★講師料等
　教育・教材制作保守費 50,000 8,970 ※前年実績程度でお願いできませんか
　教育・講師費　 60,000 5,860 ※こちらも前年並みで
　新規・商品開発プロジェクト費 10,000 10,000 ※前年同様　リモートをメインで
　資格認定経費　 10,000 10,000 ※前年同様
　事業部会費 10,000 10,000 ・最少額

　田口賞審査経費 100,000 100,000 ▼交通費、弁当代、ツール作成費　※ 田口賞特別会計より充当
　学生賞審査経費 65,000 716 ▼記念品、交通費等　前年並み(授賞3件)
　その他審査経費 20,000 20,000 ※前年同様
　審査表彰部会費　 80,000 -8,525 ※前年同様

企業普及委 　企業普及委員会費 10,000 10,000 ・最少額
研究会連携委 　研究会連携委員会費 10,000 10,000 ・最少額
学校教育委 　学校教育委員会費 10,000 10,000 ・最少額

　MTシステム研究会費　 10,000 10,000 ・最少額
　農水省プロジェクト支出　 0 0 ※活動未定
　技術向上委員会費 20,000 20,000 〇委員会OK
　田口の考え方構造化委員会費 20,000 ・最少額+α
　新規研究委員会 0 0 ・発足し必要となった際には予備費から充当
【事業費　支　出】 8,685,000 1,452,544

総務部会

出版部会

発表大会
実行委

戦略大会
実行委

事業部会

事
業
費

審査表彰部会

技術向上委

直轄

事業部会

戦略大会
実行委

出版部会

発表大会
実行委

総務部会

総務部会

2023予算案

  品質工学会　2023年度　予算案

2023予算案
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以上 

0 0
　宣伝活動費　 400,000 -7,710 〇部会OK
　公式ＷＥＢ経費　 200,000 50,840 〇部会OK
　広報部会費　 40,000 40,000

0
0

　貢献賞記念品費　 180,000 37,772 ◆授賞実費相当、貢献賞基金より充当
　会⾧・実行委員⾧賞記念品費 50,000 2,810 ・前年実績並み
　業務委託費 5,280,000 451,521 ・会員管理(Webメンテ費の一部含む)、経理事務、学会誌発行事務、イベント業務 (本年より派遣から切り替え)
　事務費　 900,000 -97,282 ・昨年実績 並
　印刷・通信費 950,000 -158,315 ・昨年実績 並
　総務部会費 300,000 25,250 ・日本品質管理学会法人会費15万円、日本クォリティ協議会会費10万円、横幹連合会費5万円、その他
　会計・税理　 1,100,000 -11,395 ・月締め＋決算＋税務
　事務所賃借料 3,250,000 0 ・12カ月+更新1カ月

0 0
　会員管理システム利用料 730,000 730,000 ・スマートコア/アルムネットシステム利用料(年契約/年払い)
　ＷＥＢメンテ費　 0 -1,594,780 ・スマートコア利用および委託業務に振替の為、計上せず。
　IT設備費 0 0 ・ネット会議用設備
　J-Stage経費　 0 0
　システム移行&設定費用 1,045,000 1,045,000 ▼・会員DBからスマートコアへの移行費用および大会発表申込み設定の作業費用(移行期間の2023年度のみ)
【管理費　支　出】 14,425,000 513,711
【事業活動支出計】 23,110,000 1,966,255

（事業活動収支差額） -2,165,800

Ⅱ　投資活動収支の部

勘定科目 予算案 対前年実績 算定根拠など
　貢献賞積立引当取崩収入　 180,000 37,772 ・事業支出「貢献賞記念品費(貢献賞メダル等作成費)」に充当
　学会活動積立金取崩収入 2,450,900 2,450,900 ※システム移行費用104.5万円+予備費+30万円+赤字補填約115万円
　周年記念積立引当取崩収入　 0 -550 ・周年事業の予定なし
　退職給与引当預金取崩収入 0 0
　田口賞引当預金取崩収入　 100,000 100,000 ・田口賞審査経費に充当
　学生賞引当預金取崩収入　 65,000 65,000 ・学生賞審査経費に充当
　地震予知引当預金取崩収入　 10,000 10,000 ・地震予知委員会支出に充当
【特定資産取崩収入】 2,805,900
　差入敷金取崩収入　 0 0
【敷金・保証金戻り収入】 0
【投資活動収入計】 2,805,900
　貢献賞積立金積立支出　 20,000 -11 ・貢献賞寄付金を積立
　学会活動積立金積立支出 0 0
　周年記念積立金積立支出　 0 -100
　退職給与引当金支出 0 0
　田口賞積立金積立支出　 0 0
　学生賞積立金積立支出　 0 0
　地震予知積立金積立支出　 0 0
【特定資産取得支出】 20,000
　棚卸廃棄支出　 250,000 250,000
【固定資産取得支出】 250,000
　敷　金　支　出　 0
【敷金・保証金支出】 0
【投資活動支出計】 270,000 249,889

（投資活動収支差額） 2,535,900

Ⅲ　財務活動収支の部

勘定科目 予算案 対前年実績 算定根拠など

　租税公課　 100 57 印紙税等
　法人税等　 70,000 0 法人住民税 7万円、法人所得税 0円
【その他財務活動支出】 70,100
【財務活動支出計】 70,100 57

（財務活動収支差額） -70,100

Ⅳ　予備費支出

勘定科目 予算案 対前年実績 算定根拠など

【予　　備　　費】 300,000 300,000 ※研究委員会発足時の経費、または計画外経費が必要になった場合

当期 総収支 （当期　収支差額） 0

　前期繰越収支差額　 8,378,156
（次期繰越収支差額） 8,378,156

2023予算案

2023予算案

2023予算案

広報部会

審査表彰部会

総務部会

管
理
費


